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本学部発足当初に栽植されたリンゴ樹を,改植のために切倒すことになったので,前回と同

様に,地上部を解体秤量して記録を残すことにした｡地下部は,今回も労力的余裕がなかった

ので,調査しなかった｡

調査樹および調査方法

7×8mの株間に植えられている,33年生 ミツバカイドウ台印度,ゴールデン･デリシャス

およびスターキング･デリシャス各1本を,昭和56年12月に解体調査した｡調査方法は前回と

はぼ同様で,次のようにして行った｡幹周は,地上から約30cmの高さで測定した｡主幹高は,

最上位の主枝の分岐点までを測定した｡樹高は,主枝の頂枝の高さを測定し,その平均値で示

した｡樹冠の水平的広がりは,主幹から主枝あるいは亜主枝の頂枝の直下までの距離の平均値

を2倍した｡新梢重は,長さ約10cm以上のもののみを秤量した｡短果枝および長さ約10cm未

満の新梢を着けている,いわゆる成り枝を細側枝として秤量した｡細側枝はおよそ,直径が1

-3cmで,枝齢が2-5年生であった｡側枝は,亜主枝から分岐した骨格枝で直径が約3-

5cmの部分と,さらに主枝および亜主枝の先端部で直径が約5cm未満の部分を加えて秤量し

た｡したがって主枝および亜主枝は,それぞれの分岐発出部から直径約5cmの部分までを秤

量した｡

調査結果および考察

調査を行った3品種のうち,樹冠の大きさおよび総重量が最も大であったのは印度で,ゴー

ルデン･デリシャスがこれに次ぎ,スターキング･デリシャスが最も劣った｡この序列は,一

般にいわれているリンゴ品種間の樹勢の強弱の序列に一致している｡前回の調査結果に比べ

て,幹周のわりに総重量が少なかったのは, 3樹共,主枝および亜主枝の一部が腐らん病に侵

されて欠損していたためであろう｡

樹冠の水平的な広がりは,どの木も株間を越えており,とくに印度は隣接樹とかなり交錯し

ていた｡本果樹園は,火山灰台地にあって,土壌がきわめて深いため,生育が旺盛であり,7

×8mの株問ではやや狭いように思われるO

重量比率の最も高かったのは,3樹共,主枝重であり,次いで主幹重,亜主枝重,細側板 ･

側枝重,新梢量の順であった｡前回のものに比べて,主幹重の比率がやや高く,主枝および亜

主枝重の比率がやや低かったのは,主幹高が高かったことと,腐らん病による主枝および亜主
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第 1表 33年生1)ソゴ樹 (ミツパカイドウ台)の解体調査成績
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枝の一部の欠損が影響しているように思われる.スタ-キング･デリシャスが他の2樹に比べ

て,主枝重の比率がやや低く,亜主枝重,側枝重および畑側枝重の比率がやや高かったのは,

2本主枝であったためであろう｡主幹,主枝,亜主枝および側枝を合計した｡いわゆる骨格枝

の重量比率は,印度およびゴールデン･デリシャスは89%で前回とほぼ同じであったが,スタ

ーキング･デリシャスでは87%でやや低かった｡これも主枝数の相違が影響しているように思

われる｡
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